
1． かすむ淡路の島影や　　　

 けむる鉄拐一の谷

 眸に収めて高丸の　　　　

 丘に聳ゆる学びの舎

2． 千舟往き交ふ茅渟の海を　

 望みて立てる塔の上に

 かゞやく蒼穹の色栄ゆる

 ここぞ我等の神戸高商

3． 昇る旭日の旗かゝげ

 八百重の潮乗り越えて

 正しき商道世界に暢べむ

 高遠き使命ぞ我が矜持

4． 希望はるけき若人が

 薫る緑の生命籠め

 力培ふ丘にして

 永久に栄あれ神戸高商

5.神戸高等商業学校校歌
作詞　　　三宅　修二

1． 朝のひかりよ　漲れよ
 この窓　かの窓　胸の窓
 英知の風よ　吹きわたれ
 隈なく　清く　隅々に
 人なり　我なり　未来なり
 天神山に　冴えて立つ　われら
 明星を手に　冴えて立つ　われら

2． 泉高鳴れ　湧き上がれ
 しぶきは　四方に虹と散れ
 大地の鼓動　身に帯びて
 探れよ　深く　活き活きと
 時なり　才なり　知性なり
 天神山に　冴えて立つ　われら
　　明星を手に　冴えて立つ　われら

3． 翼羽ばたけ　風をきれ
 とり楫　おも楫　晴れ曇り
 ひろがる視界　確かめん
 呼び合い　應え　うなずいて
 愛なり　真なり　友誼なり
 天神山に　冴えて立つ　われら
 明星を手に　冴えて立つ　われら

6.姫路工業大学学歌
作詞　　　竹中　郁

作曲　　　真下　恭
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